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電化実験住宅完成によせて

このほど当社の総合技術研究所の一

角に龍化実験住宅が完成した。 計画段
階から大きな関心をよせていたが、 た
またま完成直前に調布市にある束電の

「ラペルビ ー 21」展示会場の「オ ー ル
電化住宅」エレトビアを見学したこと
もあって 、 一附の期待をもって待って
いたところであった。 エレトピアの方は「21世紀
に向けて“やさしさと思いやり ’'をテーマに理想的
な住まいを提案します」の主旨で展示PRされて
いるのに対して、 当社の電化実験住宅は「よリ便
利で 、 より快適で、 より楽し〈。 住宅において電
気利用の柩限を追求します」の主旨で、 当社の開
発した電化製品の実際の居住環境においての試験
と改良 、 更に市販家庭用機器の利用試験を通して
お客様への情報提供を主眼としたものになってい
る。 多少のねらいの差はあっても21世紀に向って
電気の商品としての特質を基盤とした快適な生活

への追求と提供を通して電化住宅普及への挑戦で
あることには変りないところであろう。

全電化住宅普及への努力は当社にとって今始ま
ったことではなく昭和40年代前半の温水器販売の
最盛期に給湯に加えて厨房も電気ということで当
社堀田アパー トの1棟が電化棟として造られた。

今H 、 時代もエネルギー市場の事--mも大きく変化
した中で内容も質も格段にグレ ー ドアップした姿
で全電化住宅普及が再び私共のタ ー ゲットとして
浮上してきた。 これは人々の価値観の多様化、 個
性化 、 ファッション化、 情報化が進みアメニティ
利用への社会的ニ ー ズに利便性、 安全性 、 クリ ー

ン性等の特質をもつ電気エネルギーの果す役割が
大きいという事実の認識である。 もう一つは急速
に進展しつつある産業構造の転換により将来はい
わゆる民生用としての第三次産業用電力と住宅用
電力の伸ぴに依存せざるをえない事情によるもの
である。

しかしながらこの費重な市場は他面厳しい競合
の分野でもある。 座して顧客を待つ式の供給II寺代
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ができる。
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は既に遠い昔になったとはいえ今新た
に電気を製造販売するメ ー カ ー として
お客様に電気を買って頂く時代に人っ
ていることを心に刻みこむ必要があろ
う。 そしてこれからが電気事業として
真に生存と新たな成長のための努力が
求められる時代が到来したと言うこと

需要の伸張は何れの企業にとってもその命運を
左右するものでありエネルギー 競合時代に突入し
た電力会社にとっては従前以上の重大な意味合い
をもつものである。 新たな発想による需要開発と
販売戦略の構築が要求される所以でもある。 私達
が今懸命に努力している電気温水器の普及もやが
て来る全電化住宅時代の一里塚と認識し、 今後の
販売戦略を構築しなければならない。 そのための
基礎的条件は一つに電気エネルギーの特性を評価
し利用され得るニ ー ズの発掘と供給側のコストに
マッチした機器 、 システムの開発であり、 一つに
潜在需要を顕在化し市場競争力をもっための低廉
な電気料金への努力と利用を容易にするメニュ ー

（軍気料金制度）をそろえることであろう。
次にこれらを総合した販売戦略の構築展開とい

うことになるが何れも息の長い道程であることか
ら何よりまして留意しなければならないのは方針

の一 貫性である。 不変の販売方針こそ需要家の信
頼を勝ちうる道であろう。

何れにしても需要面からみて電気エネルギーは
機器という媒体なくしては価値のない商品であり
ここに利用機器開発の意味があり 、 さらに負荷平
準化 、 深夜亀力利用といった供給側条件にマッチ
した分野での機器・ システム開発が電力会社の稜
柩的に取組む課題であろう。 住宅竜化部l]りはもち
ろん今後地域熱供給、 地場産業への熱エネルギー

としての利用技術の開発等々、 お客様への豊かな
生活 、 産業発展への貢献と当社販売面での画期的
需要造成となる機器の開発成果を目指して大いな
るチャレンジをされることを期待して掴筆する。

快適な龍化生活を追求するため 、 深夜遁力を利用した空調システム 、 柑Jカ・浴室・トイレなどの家庭電化機器の開発・改良

およぴ尖証試験を4月からllll始した。 本文2兵
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